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生活習慣病をなくすことで脳卒中
や心疾患の未然予防を

「未病を治すかながわ宣言」皮切
りに総ぐるみで展開

「未病」「未病を治す
」と

いう概念がまだ県民に
浸透

していないので、まずは
「未病」「未病を

治す」について広く周知
していく必要が

あります。また、「食」「運
動」「社会参加」

の3つの取り組みを年齢
に関係なく実践

できる環境づくりが必要
です。京浜臨海

部ライフイノベーション
国際戦略総合特

区で行っている最先端
医療と未病を治

す取り組みを合わせるこ
とで、健康寿命

を伸ばし高齢になっても
誰もが生きがい

を持って健康に暮らし、
長生きして幸せ

だったという社会を神奈
川県から実現し

ていくことをバックアップ
していきます。 

神奈川県庁では本庁舎
の公開を行っています。

今後の公開予定日は、２
月９日

（日）、１６日（日）、３月９
日（日）。３月９日の公開

日より本庁舎ガイド「キ
ングサ

ポーターズ」が本庁舎内
を案内し建築や装飾に

ついての解説を行います
。

　経済成長社会から成熟
社会へ。日本は２０年ほど

前から時代の移行期にあ
り、急激な少子高齢化と

グローバ

ル化の波に洗われていま
す。生活の面でも、それま

で家族が中心となって担
ってきたお年寄りの看護

や介護を、

社会で公的に担うという
考えに変わったものの、急

激な少子高齢化の影響で
社会保障費が急増し、そ

の見直し

が必要です。とともに国は
「健康長寿の人生」をモ

ットーに健康増進法を定
め取り組みを進めていま

す。

　神奈川県でも「神奈川
健康プラン２１」に則った

施策を進め、２０１３年の
新年には黒岩祐治知事

が「健康寿

命日本一」を重点目標に
据えることを宣言しまし

たが、今年２０１４年はこ
れを受けて「未病をなく

すかながわ

宣言」を行いました。超高
齢化社会を幸せに生きる

には特定の疾患の予防・
治療にとどまらず、心身

の状態を

整え改善することで生活
習慣病や要介護状態を

防ぐ「未病を治す」ことが
肝心との考えから、国や

全国の自

治体に先駆け、今回の宣
言を行いました。「超高齢

社会を幸せに生きるには
未病を治すことが大切」

という価

値観を県民文化として育
てることを目指し、同宣言

をその皮切りとしました
。このための取り組みとし

て「バラ

ンスの良い食生活」「日常
生活に運動などの身体活

動を採

り入れる」「人と人との出
会い・ふれ合い・交流を進

める」の

３つを掲げ、行政は考え
方の普及、県民は取り組

みの実践、

企業・団体は県民の実践
につながる創意工夫を

展開して

いくことをうたっています
。

≪高齢化率≫６５歳以上
の人口は２０１０年で神

奈川県が

２０.２％（全国２３％）。
２０４０年には神奈川県３

５％（全国

３６.１％）と、神奈川は高
齢化のスピードが速いの

が特色。

≪医療・介護費用≫２０
１１年に神奈川県民が使

った医療

費は２兆３８５９億円。介
護費は４０７８億円。

≪肥満≫小児期（１～１７
歳）の肥満、特に片親か

両親が肥

満している場合は高頻度
で成人肥満に移行する。

小児期の

生活習慣は成人期（２１～
２９歳）に持ちこされやす

い。

≪野菜の摂取≫緑黄色
野菜は１日７０ｇ以上、そ

の他の野

菜・キノコ類合わせて２０
０ｇ以上の野菜の摂取は

、血糖や

ＴＧの良好なコントロール
に結びつく。
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を栽培するのに不向きの

やせた土地で、約４００年
前、領主間宮信

繁によって梅の木を植樹
し、その実を売って生活

の一助としたのが杉田
梅林の始まりと言

われ、その後屏風ヶ浦地
区から富岡方面まで広く

植えられ、江戸中期から
明治中頃まで梅の名所と

して、その名が広く

知られるようになりまし
た。

　しかし、先の戦前・戦中
・戦後の混乱期には、観

梅どころの話しではなく
時代の変

遷と共に伐採され、数十
本の銘木が本牧三渓園

に運ばれたと言われてお
ります。

　現在では、杉田妙法寺
に杉田梅の原木と言わ

れている古木が残ってい
ます。

　また境内には明治中
期に、孝明天皇妃や明治

天皇の妃英照皇太后、照
憲皇后が

行啓された記念碑が、今
でも「天覧梅」と記され建

っています。

　春ともなれば白い花
や紅梅としてゆかしい香

りを境内一杯に放ち観
梅に訪れた

人々を喜ばせています。
また、区役所始め地元有

志の方々による「杉田梅
復活運動」も行われてお

ります。

参考資料：杉田の歴史・
故郷賛歌と国内旅行記よ

り

洋光台「梅の里まつり」２
月２２日（土）・岡村梅林「

梅まつり」３月２日（日）
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女性が開発に貢献の商品「神奈川なでしこブランド」に４４件を認定

女性の活躍促進はその場限りの思いつきや臨時的な政策ではなく、中長期的な視点を持って本格的に取り組まなければなりません。神奈川なでしこブランド事業も「女性を積極的に活用すればメディアにもとりあげやすくなるから」といった人寄せパンダ的な考えでなく、継続的な事業展開を実施するよう広報・広告活動を行っていくべきです。
先月、産業道路の磯子区役所付近から芦名橋公園付近まで約900メートルの

区間の車道に自転車レーンが整備されました。自転車は原則自転車レーンを

車の進行方向と同じ方向で通行、磯子アベニューは従来の「自転車通行可」

ですがJR側歩道は自転車の通行は出来ません。

　３月１～８日は「女性の健康週間」です。この間に「ひな祭り」（３日）、
「国際女性の日」（８日）などもあって何かと女性に注目が集まる時期で
す。世界では今、女性パワーの活用や社会的地位の向上が叫ばれてお
り、日米両国政府は、アジアやアフリカの途上国を対象に女性の社会
進出を後押しする取り組みを共同で推進する方針で一致しました。政
府開発援助を活用して女性起業家などを支援するもので年内にも始め
る方向で調整しているといいます。安倍首相は昨年９月の国連総会演説で「女性が輝く社会」の実現を提唱

し、３年間で３０億ドルを超える政府開発援助の拠出を表明しました。　国内各地でも女性が参加する社会に向けた施策が行われていますが、神奈川県では２０１３年度から、女

性パワーに視点を当てた「神奈川なでしこブランド」認定事業を始めました。全国の自治体に先駆けた事業

で、「県内に拠点を持つ事業所や団体の開発商品（モノ・サービス）のうち女性が開発に貢献し、実際に県内

の市場で提供されているなどの条件にかなったもの」について申請してもらい、県が同ブランドとして認定。

「女性が力を発揮できる神奈川づくり」の一助にしようというものです。
　
　第１回の同認定事業では８３件の応募があり、専門家な
ど９人によるアドバイザリー委員会の評価で４４件が認定
されました。また商品に関するアイデアとして応募のあっ
た「なでしこの芽・種」は１２９件の中から４件が認定されま
した。認定書の授与は２月に横浜で開催された「テクニカルショウヨコハマ２０１４」の中で行われました。同ブランド
として認定を受けたものは「富士フイルムでは女性社員の意見を基に企画から商品開発の過程に女性社員・研究者が関わり、働く女性をサポートするドリンクを開発した」
「相模女子大と菓子製造の専門家が、校内の梅を使ってプロティン配合の梅風味のケーキを製造した」などです。
県は認定品紹介のリーフレットを作成し配布しています。
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帰宅支援、医療施設耐震化、富士山噴火時の防災　
神奈川県による本年度の災害事前対策の強化事業

東日本大震災という未
曾有の大災害をはじめ、

地震、台風、局地的な豪雨、豪雪等に
よる災害が各地で頻発しています。自
治体や国が行うハードの整備による
「災害に強いまちづくり」を進めていく
と共に、日頃から地域の皆さんが防災
に対する意識と知識を備える必要が
あると考えます。

　「まなびや基金」に寄附を頂いた方々へ感謝の気持ちを込めて県立高校生たち
によるビデオメッセージ（「学び舎から感謝をこめて～神奈川県恋するフォーチュ
ンクッキー第2弾まなびや基金Ver.～ 」）が作成されました。

　自然に恵まれる一方、地震、火山噴火、台風など災害が多い日本は、２１世紀に「地球環境問題と災害への対
策」で先導的役割を果たしていくことが期待されています。国立環境研究所などの研究機関の予測では「ＣＯ２
など温室効果ガスの削減対策をとらなければ、今世紀末の日本の砂浜は温暖化による水深の上昇で最大８５％
消失する」とされています。神奈川県では西湘海岸（大磯～小田原）で浸食被害が深刻化しており、県と相模湾
沿岸の１３市町が本格的な砂浜の復元・保全には国の直轄事業が不可欠と要望してきましたが、最近「２０１４年
度から国が砂浜復元・保全対策に着手する見通しとなった」ことが報道されました。他方、神奈川県では「災害に
強いまちづくり」の一環として、本年度当初予算事業の中に、災害時の帰宅支援、医療施設の耐震化、富士山噴
火時の防災対策を強化するための新規事業が盛り込まれています。
【帰宅困難者対策事業推進】 東日本大震災の際、首都圏では交通手段が停まってしまったため歩いて帰宅する
人があふれて混乱しました。この反省から当面現地にとどまる方が望ましいとの方針が打ち出されましたが、介
護や子供の世話などで帰宅が必要な場合があります。このため九都県市首脳会議の委員会では災害時帰宅支
援ステーションの設置を推進し、水道水提供、トイレ使用、道路情報提供、休憩のできる場を徐々に増やしていま
す。神奈川県では３月に県理容生活衛生同業組合（約２６５０店）と協定を結ぶなどし、県内ではコンビニ、ガソリ
ンスタンド、日産の販売店なども含め約７８００カ所のステーションが確保されています。今年度予算ではこの施
設がすぐ分かるよう店頭に掲げてもらう幟旗（長さ１・８㍍）を３０００本作る計画（ほかに横浜、川崎、相模原各市
でも合計約５０００本）。県内合計で約８０００本が見込まれています。
【医療施設耐震化整備事業】 これまで国の基金を利用する
などして災害拠点病院などの耐震化事業を進めてきました
が、本年度から県は耐震化されていないすべての病院を対
象に補助金助成の事業を始める計画。１０カ所を予定。
【富士山火山防災対策】 日本を象徴する富士山ですが、活火
山としての噴火とこの災害も予想され、山梨、静岡、神奈川県
では知事サミット、２０１２年度設置の富士山火山防災対策協
議会で取り組みを進めていますが、今年１０月１９日には初の
３県合同防災訓練を行う計画です。１７０７年の宝永大噴火と
同じ規模、気象条件で噴火した場合、神
奈川県内では最大３０㌢の火山灰が降
り積もることが予測されています。
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テーマは「未病いやしの里づくり」
　神奈川県西地域の活性化策決定

4月の人事異動により県庁に「最先端医療・最新技
術の推進」と「未病を治す」取組みを進
める「ヘルスケア・ニューフロンティア推
進局」が設置され、県西地域活性化プロ
ジェクトを進めるために政策局に県西地
域活性化担当部長が配置されました。

「未病いやしの里づくり」にはこれら色々
な部局の連携が必要となりますので縦
割行政ではなく部局横断的な取り組み
を進めていくべきです。

毎年５月は「自転車月間」です。自転車が関係する交通事故が多発してい

ます｡自転車利用者一人ひとりが安全意識を高め、正しい自転車の交通

ルールとマナーの実践に努めましょう。

２１世紀は、地球がますます一体化するグローバル化が進む一方、地域をどう活性化していくかが重要に

なっています。神奈川県では森林、温泉、果物など地域資源が豊かな県西地域（小田原市、南足柄市、中井、大

井、松田、山北、開成、箱根、真鶴、湯河原の10町）を対象に今年３月、「未病いやしの里づくり」をテーマとする

活性化策をまとめました。県では「神奈川健康プラン２１」の重点目標として昨年「健康寿命日本一」を打ち出

し、今年は「未病をなくすかながわ」宣言を行いました。未病をなくすとは「特定の疾患の予防・治療にとどまら

ず、心身の状態を整え改善することで生活習慣病や要介護状態を防ぐ『未病を治す』ことが肝心」との考え方

から出てきたものです。今回の活性化案は「地域おこし」と「未病をなくす」対策をマッチ

させたもので全国的にも珍しい試み。同案は地域住民などからの

意見、提案を基にする新たな手法でまとめられ、昨年１１月には事

業推進の核となる県西地域活性化推進協議会（会長・黒岩祐治知

事、各市町、県、商工・農林・観光団体、金融機関、学識者などで構

成）も設立されました。この取り組みは「未病を治す神奈川モデル」

にしていくことにしており、同時に２０２０年の東京五輪の開催をに

らみ「全国、世界に向けたアピールを行っていく」ことを掲げていま

す。各市町のネットワークづくりや中核施設となる「未病い

やしの里センター」（仮称、道の駅のようなイメージの施設）

の設置などが計画されていますが、当面、来年度に県が箱

根で未病普及啓発イベントを開催することにしています。
【県西地域】面積は県域の約４分の１と広い。約７０％が森

林。人口は３５万人余と少なく全県の約４％。６５歳以上の割

合は２５.２％（小田原）～箱根などの足柄下郡３３.５％（全県

２１.７％）と高齢化が進んでいる。箱根など温泉の源泉は県

内の約８割が所在。みかん、茶、魚など特産品も豊か。観光

客は年間約３２００万人に上る。
【未病いやしの里】情報発信や未病チェック、相談機能を持

つセンターを設置。体験施設として「里の宿・レストラン」、「食

の駅」（物産直売所等）、「運動の駅」（パークゴルフ等）、「湯の

駅」（立ち寄り温泉等）、「森の駅」（公園施設等）を設ける。
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　三殿台遺跡は縄文・弥生・古墳時代のムラの様子と生活の内容を知ることがで

きる重要な国の指定史跡です。

　三殿台に初めて人が訪れたのは約４５００年前の縄文時代中期で、この時代は

温暖化により遺跡の近くまで海が入り込み漁猟や採取を中心に生活を送っていま

した。弥生時代には、稲作や金属器など新しい生活様式を持った人達がやってき

て竪穴住居を作り、古墳時代には鉢と蓋を組み合わせて「こしき」と呼ばれるもの

で米などを蒸して食するようになりました。

　三殿台遺跡は明治３２年に「屏風ヶ浦岡村貝塚」の名前で学会誌に紹介されました。昭和３６年夏に市立岡村

小学校の校地拡張計画に伴い遺跡全体の発掘が行われました。当時夏休みの短期間で調査する為、研究者に

混ざり中・高・大学生・市民ら延べ５０００人が参加、また調査隊の食事等の世話係りとして区内の婦人団体等も

協力しました。調査の結果、縄文・弥生・古墳時代に渡る２７０余の竪穴住居跡が確認されました。

　昭和４１年には市民や関係団体からの要望を受け国の指定史跡となり、現在では小学生が課外授業で遺跡

を訪れたり、土器や勾玉作り・火おこしなどの体験教室も行われています。

　皆さんも古代にタイムスリップしてみては。
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歴史博物館

生命の星・地球博物館
博物館では「火山の仕組み」など

出前講座を行っています
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神奈川県立博物館に行って楽しく学ぼう

横浜で歴史と文化、小田原で地球と生命

生命の星・地球博物館・
歴史博物館は箱根やみなと

みらい・中華街などの観光地にも近く、

県内だけではなく県外からの入館者も

期待出来ます。特に生命の星・地球博物

館は地球活動を基に生物の多様性を示

した展示は、他館には見られない内容で

あり、海外の観光客からの評価も高いの

で今後も県内外・国外へ積極的にＰＲし

ていくべきです。

県内の認知症行方不明者は今年に入って87名（平成26年4月末現在）、

その内未発見は2名となっています。認知症行方不明者を減らすためには

地域の連携や介護する家族の負担を減らす仕組みづくりが必要です。

絵画「モナ・リザ」などで知られるレオナルド・ダ・ヴィンチは美術以外にも科学、解剖学、植物学などさまざま

な分野で顕著な業績を残した「万能人」ですが、多分野への探究心や独創性は少年のころ家の周辺でたっぷり

自然に触れたことで培われたと言われています。これらの能力は人生にとって極めて大切な宝物です。これを

磨くきっかけとなる施設として、神奈川県内には県立歴史博物館と県立生命の星・地球博物館があります。夏

休みに親子で楽しみ〝自分の世界〟をぐんと広げてみるのはどうでしょう―。

神奈川県を代表する２つの博物館のルーツは、現在の歴史博物館の所に１９６７年３月に開館した神奈川県

立博物館です。１９０４年に完成した旧横浜正金銀行本店の建物と用地を県が買収したもので、建物はネオ・バ

ロック様式のもの。往時を感じさせる歴史的建造物として国の重要文化財と史跡指定を受けています。１９９５

年には小田原市内に自然科学分野の施設を新設し、横浜の歴史博物館と小田原の生命の星・地球博物館の２

館体制に拡充しました。【歴史博物館】テーマは神奈川の文化と歴史。「都市鎌倉と中世びと」「横浜開港と近

代化」などの5つのコーナーがあります。有名な真葛焼の陶芸品など約５万３千点の資

料を所持。特別展として世界文化遺産への登録を勧告された群馬県の富岡製糸場に

関する資料を展示した「繭と鋼～神奈川とフランスの交流史～」展を開催中（６月２２日

まで）。７月１９日～９月２８日には「よみがえる東京オリンピック」展が開かれます。

横浜市中区南仲通５-６０　電話０４５-２０１-０９２６

【生命の星・地球博物館】４６億年にわたる地球、そして生命

の営みの神秘性と歴史を実物資料を中心に分かりやすく展示

しています。「神奈川の自然を考える」コーナーもあります。実

物標本は体長数㍉の昆虫から巨大な恐竜まで約１万点。化石

など展示品に触れることが出来、化石を手入れしているなど学

芸員の仕事の様子も見学出来ます。

小田原市入生田４９９　電話０４６５-２１-１５１５
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　久良岐能舞台は久良岐公園の一角に位置し

ています。この前身は昭和5（1930）年ごろ、野

毛山の林光寺の住職が隠居所を建てるため県内に適地を探していたところ、笹堀は地勢が良いとのことでここ

に禅寺を建て妻と住んだことに始まります。禅師亡き後、周囲が都市化されてきたことを心配し、遺族がこの風

景を残したいとの思いから外国航路船長で能楽愛好者の宮越賢治氏へ敷地建物を譲渡しました。能舞台の由

来は、大正6（1917）年、能楽会関係者により囃方育成のため東京日比谷に建てられたものを移築したもので

す。舞台の鏡板は日本画壇の大家である平福 百穂（ひらふく ひゃくすい）の全盛期に描かれたもので、文化財

的価値の高い名作です。
　現在は能や狂言の他、日本舞踊や琴・三味線・詩吟、民謡の稽古や発表

会、茶会や俳句の会での施設利用や庭園内での写真撮影等も行われ、幅

広い活用がされています。
　敷地内は、三方を山に囲まれており、梅や桜・竹・楓など四季折々の草木

に囲まれマイナスイオンたっぷりの散策も楽しめ、ちょっとした都会のオア

シスです。緑深くなるこの時期足を延ばしてみませんか？

　今年は先の大戦が終結して７０周年の節目を迎えます。この間、先進国では社会構造が経済高度成長社会から「お
カネやモノ」の価値をほどほどにする成熟社会へと変わりました。そしてこの社会ではあらゆる方面で多様化が進み、
これに伴って各分野では個々がより自立化していかなければならなくなっています。神奈川県も国からの仕事をその
ままこなすのではなくより地域の特性を発揮できるよう工夫を凝らし、市町村がより自立した施策が出来るよう支援
していくべきだと思います。同時にグローバル化時代に合わせ、羽田空港の活用、富士山噴火への備え、観光など、隣
接の都県との広域協力体制をさらに強化すべきだと思います。今後本県としても地方版の人口ビジョンと総合戦略の
策定する中で、次代を担う世代のためにも、「新しい神奈川」「新しい国」の形づくりに向け、地域の特性を生かした施
策を提言してまいります。

戦後も７０周年となるなか何事にも「自立化」が問われている

東日本大震災という未曾有の大災害をはじめ、地震、台風、局地的
な豪雨、豪雪等による災害が各地で頻発しています。自治体や国が
行うハードの整備による「災害に強いまちづくり」を進めていくと共
に、日頃から地域の皆さんが防災に対する意識と知識を備える必
要があると考えます。

2014年 4月号（Vol.46）
帰宅支援、医療施設耐震化、富士山噴火時の防災
神奈川県による本年度の災害事前対策の強化事業

「未病」「未病を治す」という概念がまだ県民に浸透していないの
で、まずは「未病」「未病を治す」について広く周知していく必要があ
ります。また、「食」「運動」「社会参加」の3つの取り組みを年齢に関
係なく実践できる環境づくりが必要です。京浜臨海部ライフイノ
ベーション国際戦略総合特区で行っている最先端医療と未病を治
す取り組みを合わせることで、健康寿命を伸ばし高齢になっても誰
もが生きがいを持って健康に暮らし、長生きして幸せだったという
社会を神奈川県から実現していくことをバックアップしていきます。

2014年 2月号（Vol.44）
生活習慣病をなくすことで脳卒中や心疾患の未然予防を
「未病を治すかながわ宣言」皮切りに総ぐるみで展開

4月の人事異動により県庁に「最先端医療・最新技術の推進」と「未
病を治す」取組みを進める「ヘルスケア・ニューフロンティア推進
局」が設置され、県西地域活性化プロジェクトを進めるために政策
局に県西地域活性化担当部長が配置されました。「未病いやしの
里づくり」にはこれら色々な部局の連携が必要となりますので縦割
行政ではなく部局横断的な取り組みを進めていくべきです。

2014年 5月号（Vol.47）
テーマは「未病いやしの里づくり」
神奈川県西地域の活性化策決定

女性の活躍促進はその場限りの思いつきや臨時的な政策ではな
く、中長期的な視点を持って本格的に取り組まなければなりませ
ん。神奈川なでしこブランド事業も「女性を積極的に活用すればメ
ディアにもとりあげやすくなるから」といった人寄せパンダ的な考え
でなく、継続的な事業展開を実施するよう広報・広告活動を行って
いくべきです。

2014年 3月号（Vol.45）
女性が開発に貢献の商品
「神奈川なでしこブランド」に４４件を認定

生命の星・地球博物館・歴史博物館は箱根やみなとみらい・中華街
などの観光地にも近く、県内だけではなく県外からの入館者も期待
出来ます。特に生命の星・地球博物館は地球活動を基に生物の多様
性を示した展示は、他館には見られない内容であり、海外の観光客
からの評価も高いので今後も県内外・国外へ積極的にＰＲしていく
べきです。

2014年 6月号（Vol.48）
神奈川県立博物館に行って楽しく学ぼう
横浜で歴史と文化、小田原で地球と生命

この1年間に
発行しました
「磯っ子レポート」を
まとめました。
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８月１３～１６日には夜間公開も実施
レトロの香溢れる神奈川県庁本庁舎

平成25年度庁舎公開に
おける来庁者数は58,064
人でした。今年度は8月の夜間

公開や一般開放以外にも神奈川県庁本
庁舎に親しみを持って貰うため11月に
は大会議場で結婚式が行われます。本
庁舎を開かれた県庁のシンボルとして、
県を身近に感じる取り組みをこれからも
行って頂きたいです。

5月26日から7月13日まで県内の熱中症による救急搬送人員数は385人と
なっています。8月も日中、最高気温が高くなった日に熱中症の患者数が増加しま
す。熱中症の予防には「水分・塩分の補給」と「暑さを避けること」が大切です！

横浜港の船が陸地に向かって進むと、超高層ビル群、そして正面屋上に特徴的な塔を持つ堂々たる風格の
建物が姿を現します。１９２８年秋に横浜市中区日本大通に建てられた神奈川県庁庁舎です。県は１９２３年の
関東大震災で焼失してしまった３代目庁舎に代わり「地震に負けない新しい県のシンボルを造ろう」と鉄骨鉄
筋コンクリートによる地上５階、地下１階建て（高さ約２３㍍）の頑丈な洋風建物の上に、4階建ての和風の塔
（高さ約２６㍍）を載せた庁舎を建設しました。デザイン、装飾とも昭和初
期の流行の香りを宿したレトロな建物は、今でも県庁本庁舎として使わ
れており、１９９６年には県内初の国登録有形文化財に指定されました。
県では無料、事前申し込みなしで本庁舎を一般に開放しており、年間を
通じて（１２月２９日～１月３日を除く）平日の８時半～１７時１５分に６階
の本庁舎歴史展示室と屋上を自由見学にしています。さらに毎月、休日
のうち２～３日は通常一般公開していない第３応接室（当初は貴賓室）
や大会議室（同議会場）も公開し、ボランティアによる説明もあります。
これに加え昨年から８月に本庁舎の夜間公開も行われています。こちらも無料、申し込みなしで楽しめ、昨年
は３日間で約８０００人が来場しました。今年は１３～１５日が１７時３０分～２１時、土曜日の１６日は１０時～２１時
で行われます。県産品やビール・おつまみの販売も行われます。庁舎前庭では県立高校の和太鼓、応援団リー
ダー、クラシックギターの部活なども日替わりで披露されます。
問い合わせは県庁財産経営部庁舎課庁内管理グループ TEL０４５（２１０）２６２０へ。

【本庁舎アラカルト】☆全国の都道府県庁の現役庁舎で
最古は大正１５年築の大阪府庁舎本館。神奈川はこれに
次いで古い　☆建物全体は西欧古典様式で三層構成。タ
イル張り。装飾は宇治平等院のものに似た極楽に咲くとい
う「宝相華」をモチーフにしたものが球形照明、手すりのグ
リルなどに施され、正面ロビーの梁の裏の錫杖彫、六葉の
形をしたテラコッタ（屋上）なども見もの　☆建物のデザ
インは当時珍しかったコンペ方式で公募され、設計は当選
した小尾（こび）嘉郎氏の作品と日本の耐震構造学の泰
斗・佐野利器氏の案により作成した。大学卒初任給が５０
円の時代、1等賞金は５０００円、庁舎建設総工費は２７５
万円だった。
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　「旧柳下(やぎした)家住宅」は、明治初期から横浜弁天町で洋鉄・銅・丸釘の輸入業者として栄えた「柳下平
次郎」の妻マスの居宅と言われ、大正中期から末期にかけて磯子区下町の現在地に建てられたものです。
　関東大震災前の現存する建物は、西館・東館・洋館・蔵から成る極めて希少な洋館付き近代和風建築。保存
状態が良く、改造も受けず建築水準が高い上、敷地もしっかり残されていることから建築的・歴史的価値の高い
ものと評価されています。平成８年に横浜市に寄贈されその後、横浜市は購入した土地の公園整備と共に、建
物の保全改修工事を行いました。
　そして平成１４年１１月１日に横浜市指定有形文化財の指定を受け、平成１５年２月から「根岸なつかし公園旧
柳下邸」として一般に開放されています。
　ＪＲ根岸駅から徒歩約５分の小高い丘に建つ建物内は、大正末期～昭和初期の生活の雰囲気が味わえます。
館内を自由に見学ができ、いくつかの部屋では事前に予約をすれば、各種会合・華道や茶道の稽古、発表会等
文化活動にも利用できます。
　また、年間を通じて様々な催し物が開催されております。みなさんも、一度お出かけになってみては。
館内：午前9時30分～午後4時30分　公園：午前9時～午後5時　休み：毎月第二、第四火曜日
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検査機器の整備や規制条例制定
神奈川県が危険ドラッグ対策

　薬事法の改正により成
分構造の似た薬物を一括し
て薬事法で規制できる包括指

定を行える事となりましたが、その一方
規制を逃れるため成分を変えて販売す
る等のイタチごっこが続いています。危
険ドラッグの使用が覚せい剤や麻薬等
の乱用にもつながります。警察職員の立
ち入りや知事指定物としての指定をす
るなど現行法で取り締まれないことにも
対応できる条例づくりを行っていきます。

まだまだ振り込め詐欺の被害が増えています。犯人はあの手この手でだましてきます！被害にあ
わないためには掛かってきた電話には落ち着いて、話を鵜呑みにせずに周囲に相談しましょう。ま
た、普段から留守番電話設定にしておき、不審な電話には出ないようにしましょう。

「人間は食べる、寝るという本能よりも快楽を優先させる動物」という研究があるように、人類は古来、酒
やたばこ、賭博、薬物などへの依存症、派生する犯罪などの問題に頭を悩ませてきました。そして日本では
閉塞感が広がる社会を映し出すように、１９９０年代後半から危険ドラッグが出回り、若者を中心に蔓延し
ています。乾燥植物に化学物質を吹き付けたハーブなどで、麻薬や覚醒剤と似た作用があり、乱用者によ
る犯罪や事故が後を絶ちません。国の昨秋の調査では利用者は全国で約４０万人と推計されており、国は
２００７年に薬事法を改正するなど規制を進めていますが、神奈川県でも開会中の県議会定例会に、危険
ドラッグの検査を迅速に行えるようにするなどの緊急対策推進費を盛り込んだ
補正予算案を提案。黒岩知事は規制のための条例制定に向けた条例素案を発表
しました。
危険ドラッグの規制について国は、薬事法を改正して製造・販売の禁止、成分に

似た薬物の一括規制、自己使用を目的とした所持の禁止などを打ち出してきまし
た。しかし安価なうえインターネット上などで手軽に入手でき、業者が新たに作り
出した合成化学物資を変えたものの成分検査に時間がかかるなどして脱法と取り
締まりのいたちごっこが続いています。自治体側の対応として、東京都は２００５
年、危険ドラッグへの罰則を明記した条例を全国で初めて施行しました。その後、
条例は大阪、愛知、和歌山、徳島、鳥取でも制定、施行され
ています。
神奈川県でも独自の規制強化に乗り出し、９月８日開会

の第３回定例議会に提案された補正予算案には新規事業
費として４８７７万円に上る危険ドラック緊急対策推進費
が盛られました。県衛生研究所に備える迅速な検査のため
の高精度検査機器２台の購入、啓発活動費などです。また
黒岩知事は、実効性のある抑止策を進めるためとして県
が制定を目指している規制条例の素案を明らかにしまし
た。この柱として「国が未指定の薬物を県が独自に指定す
る」「違反行為に罰則規定を持たせ、警察職員に販売店へ
の立ち入り調査権限を持たせる」「乱用により重大な健康
被害が生じた、または生じる恐れがある場合、含有成分を
特定せずに販売禁止などを勧告する」を挙げています。県
の担当部局では今後、横浜地方検察庁など関係方面と協
議するなど案をまとめ、年度内にも制定できるよう努力し
ていきたいとしています。
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かつて、京浜地区（神奈川・鶴見・川崎）を中心に走って
いた京浜電鉄と、浦賀～黄金町間を運行していた湘南電

鉄がそれぞれ昭和６年１２月に日之出町駅まで延伸してドッキング。京浜地区と湘南地区が直通運転できるよう
になりました。これに伴って、沿線の開発も進み人口も大幅に増えました。
湘南電鉄開通のころ磯子区内には「森」駅（開設後間もなく屏風ヶ浦駅に改名）と

杉田駅が在りました。屏風ヶ浦駅は無人であった為、電車が着くたびに車掌が降り口
で改札をしたり、車内で切符の販売もおこなっていました。また、休日や行楽シーズン
になると臨時の改札口が作られたようです。杉田駅の敷地内にはお稲荷さまが祀ら
れていますが昔、駅事務所のすぐそばに祀られていた稲荷大明神が粗末に扱われ
ていたことが分かり、駅構内に神棚をつくり毎年午の日に初午祭をおこなうようになり、その後地元商店街と合
同で祭事をおこなっています。今は、駅東口線路沿いに祀られています。
また、杉田駅と屏風ヶ浦駅の間の線路沿いには小さな地蔵堂があり、中にはお地蔵様一体と墓誌が建立され
ており、墓誌には昭和23年9月と在ります。このお地蔵様は電車事故が多発したため、地元有志と願行寺の住
職によって建てられたものです。
今でも、電車の安全運行を見守ってくれているようです。

8月26日から27日まで厚生常任委員会で福岡・鹿児島県の視察を行
いました。九州大学先端医療イノベーションセンターは研究開発を行う
大学や企業と臨床試験を行う病院などの医療機関が連携し先端医療の実
用化と言う目標に特化した施設です。特に現在がん免疫細胞療法の研究
を行っています。久山町生活習慣病研究所では50年前から町民の健康
診断を行いその診断結果を基に研究を行っています。今後2人に1人が
認知症になり、その原因は糖尿病を要因とするものが大きいと言う興味
深い話も聞かせて頂きました。 認知症予防には運動と食事が大切です。
その他には日本で唯一のリゾート滞在型粒子線がん治療施設の「メ

ディポリスがん粒
子線治療研究セン
ター」や在宅医に積
極的に取り組んで
いる「医療法人ナカ
ノ会」などを視察し
ました。
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来年１２月には最先端の重粒子線治療も
神奈川県立がんセンター新病院が１周年

　重粒子線治療は「切ら
ずに根治させる」治療の代
表的なものでがん患者の生活

の質を維持・向上させることができるす
ばらしい治療です。県立がんセンターで
は、重粒子線治療装置導入5年後（平成
31年）には治療患者数を660人と想定
しています。しかし、高額な治療費が全
額自己負担となることや治療を行う医
学物理士の人材確保・養成が課題です。

11月5日は「津波防災の日」です。津波が発生したときにどこに避難する
のか、自宅や職場の近くの避難場所や避難経路を事前に確認し、より高い
所へ避難して下さい。

がんは人間が進化する中で病の種を人体に植え込んできたもので、自然界の動物にはほとんど見られないといい
ます。ひところ「不治の病」と恐れられもしてきましたが、医療の発達で今では「がん全体では６割、早期発見なら９割
が治る時代」になったと言います。しかし日本人にとって国民病といえる厄介な病であることに変わりはありません。
２人に１人が患者となり、年間全死亡者（約１２０万人）の３人に１人ががんで命を落としている状況です。近年、再発
や転移の原因が、がん細胞に隠れているがん幹細胞によって引き起こされていることが分かり、この根絶法などさま
ざまな研究が進められています。
こうした中で神奈川県内のがんの拠点病院と位置づけられている県立がんセンター（横浜市旭区中尾２丁目）に
ついて県では、旧来の老朽化した施設を建て直し、昨年１１月、設備、診療内容ともにぐんと充実した新しい病院を開
院させました。新たに漢方サポートセンターを設置し、漢方診療・相談、栄養サポート、東洋医学への理解促進講座な
どを行っています。そして新病院の目玉は最先端治療法の重粒子線治療の施設・設
備が新設されたことで、来年１２月の治療開始を目指して準備が進められています。

同センターの歴史と新病院 １９６３年、現在地に県立成人病センターとして設置
された施設が１９８６年、がん専門病院の県立がんセンターになった。２０１３年開院し
た新病院は地下１階地上７階建ての病院棟、５階建ての管理研究棟、地下１階地上
２階建ての重粒子線治療施設からなり、外来診察室が３２室から５６室に、手術室が
７室から１２室に増やされるなど施設、設備、治療内容とも拡充
された。新病院にするための事業費は約６６１億円かかった。

重粒子線治療 主ながん治療には外科手術、放射線治療、化
学療法があるが重粒子線治療はＸ線などとともに放射線治療の
一つ。炭素イオンを光の速さの７０％のスピードでがんに照射す
るもので、体の深い所にあるがんをピンポイント照射するため
周りの正常な細胞を傷つけにくく、副作用が少なくなる。がん殺
傷能力が強いためこれまでの他の放射線治療では効きにくかっ
た肉腫などの難治性がんにも効く。ただ広範な転移のあるがん、
血液がんなど照射場所が定まらないものは治療の対象にならな
い。同センターの施設は全国で５番目。同治療の料金はどの施
設でもほぼ３００万円となっており、健康保険の適用外のため高
額となる。今のところ民間の医療保険に特約を付けて備えるの
が一般的のようだ。
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ＪＲ根岸線の（桜木町～磯子）間が、昭和３９（１９６４）年５月に開
通し、今年５０周年を迎えましたが、根岸線が誕生する昭和３９年以

前は、横浜～桜木町間で東海道本線の枝線でしかありませんでした。
桜木町から西の当初の延伸計画は現行とは異なり、大岡川沿いに南区蒔田から保土ヶ谷方面に向い、東海

道線と並行し、大船駅に到達する予定でしたが、大正１２年の関東大震災により工事は頓挫し、計画そのものも
廃止となりました。
昭和１１（１９３６）年横浜市は鉄道省に対し、東京・桜木町間の鉄道を横浜市芝生町（根岸）迄延伸するよう請

願書を提出し、同年の鉄道会議に於いて桜木町～北鎌倉に至る鉄道が予定線に挙げられました。しかし、昭和
１２（１９３７）年日中戦争が勃発し、延伸予定線は戦時輸送との関連性が低いと見なされ建設は中止とされました。
終戦後の昭和２７（１９52）年連合軍との講話条約が成立すると、アメリカ軍に接収されていた地域や施設の

接収解除が始まるようになり、横浜市も中断されていた桜大線(おうだいせん)（桜木町～大船）の計画の再開
を旧国鉄に陳情しました。昭和３１（１９５６）年に鉄道建設審議会で桜大線建設が承認され、その後運輸大臣
の許可を経て昭和３４年（１９５９）年着工、昭和３９（１９６４）年５月に桜木町～磯子
間が開通しました。その後、４５年（１９７０）４月に磯子～洋光台間、４８年（１９７３）４
月に洋光台～大船間が開通し、晴れて「根岸線全線開通」となりました。
桜木町駅～本郷台駅間の利用客は、一日あたり３１５,２５１人に上ります。
（２０１３年調べ）　　　　　　　　　　　　　　　　参考資料：横浜の鉄道物語

手話を言語と位置づけ普
及を進める「神奈川県手話
言語条例（仮称）」を12月
定例会に議員提案するため
のプロジェクトチームの一
員として、条例制定に取り
組んでいます。

9月29日（月）、10月1日
（水）所属する厚生常任委員
会が開催され、右記について
質疑をおこないました。

●「神奈川県薬物の濫用防止に関する条例（仮称）」素案について
●「県立汐見台病院の移譲」について
●「休日夜間急患診療所等への運営費補助」について
●「新たな財政支援制度」について
●「市町村国民健康保険運営の都道府県移管」について
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少子化時代
迎え質の向

上目指す

　神奈川県
立高校改革

の取り組み

「教育は国
家百年の計

」

と言われま
す。教育は

一人

一人の生き
方に繋がる

と共に県や
国の

将来を左右
する重要な

課題です。
社会

情勢・国際
情勢が大き

く変化する
中でそ

の変化に対
応する教育

を進めてい
く必

要がありま
す。また近

代私学発祥
の地で

ある神奈川
県としては

、県立・私立
それ

ぞれの特性
を生かし生

徒が多様な
選択

を出来る様
にしていく

べきです。

食を通じて
健康で元気

な人を増や
すため「か

ながわ食育
フェスタ」が

開催

されます。
展示やゲー

ムに参加し
ながら食に

ついて楽し
く学べ、ま

た神奈川

県の農産品
の即売も行

われます。

【日時：7月
30日（水）1

0時から16
時まで　横

浜赤レンガ
倉庫1号館

で開催】

　世界では
２０世紀末

からグロー
バル化と情

報の進展が
ぐんと進み

、日本ではさ
らに急激な

少子高齢化
にも

見舞われて
います。これ

に連れて社
会や教育の

在り方も大
きく変わっ

てきており
、神奈川県

でも主要な
テー

マの教育、
特に県立高

校の分野で
改革を迫ら

れています
。

　１９４８年
に新制高校

制度が発足
して以降、

県立高校を
巡る初めの

大きな動き
は、第一次

ベビーブー
ム世代

が高校入学
期を迎える

など、高校
進学志望者

がぐんと増
えたことへ

の対応でし
た。県では１

９７３年から
１９８

７年にかけ
て１００校を

新設、６５校
だった県立

高校は１６５
校に急増し

ました。次に
社会の流れ

が量から質
の

時代に変わ
ったことに

合わせて、１
９９８年から

２０１０年ま
で新しいタ

イプの高校
づくりなど

多様化の改
革が

進められま
した。県内

の高校在籍
者は約２０

万９０００人
（２０１３年

５月）ですが
、このうち県

立高校は約
１２万

５０００人、
市立高校約

１万４０００
人、私立高

校約７万人
と、１４３校

に上る県立
高校の役割

は大きなも
のがあり

ます。全国
に先駆けた

試みとして
２０１２年入

学者からの
日本史の必

修化も取り
入れていま

す。

　県内の公
立中学卒業

者は１９８８
年春の約１

２万２０００
人をピーク

に減少傾向
が続き、２０

１３年には
約６万

９０００人と
なりました

。今春には７
万０４９１人

に微増しま
したが、県

の推計では
２０２１年に

は６万３５９
８人ま

で減少する
見通しです

。こうした少
子化時代を

迎え、高校
に限らず神

奈川の教育
はどうある

べきか。２０
１２

年、県では
研究・調査

組織として
有識者によ

る「神奈川
の教育を考

える調査会
」を発足させ

、昨夏、報告
を受け

ました。これ
にのっとり

、今年１月に
はやはり有

識者による
県立高校改

革推進検討
協議会を発

足させ、６月
に

報告を受け
ました。引き

続き「質の
向上」を目

指す中で、
学

校の再編を
推し進め、障

害の有無に
かかわらず

一緒に学ぶ

「インクル
ーシブ教育

」の必要性
、不登校の

生徒が一時
的に

入学して単
位がもらえ

る通信高校
のサテライ

ト校を各地
に

作ることな
どが提案さ

れています
。県は本年

度中に新た
な

改革に向け
た基本計画

、来年度に
は実施計画

をつくるこ
と

にしていま
す。

　これを前
に、県は国

からの委託
を受け、釜

利谷高校と
綾

瀬西高校の
２校で２０１

４年度から
２０１６年度

まで「高校
に

おけるイン
クルーシブ

教育」

の研究を行
うことにし

、６月

補正予算案
に事業費７

５０万

円（全額国
からの委託

金）を

盛り込んで
います。

万
を
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手話「ありがとう」

あらい絹世の

県議会議員

  っ子レポート
県政を

身近に

磯  磯  磯  磯  磯  磯  磯磯  磯  磯  磯  磯磯磯磯磯  磯  磯磯磯 子 県県
手話を言語の一つとして普及していこう

１２月県議会で議員提案による条例制定へ

　 手話言語条例が制定さ

れ、県民に手話が普及すること

でろう者とろう者以外の方が互

いを理解し、個性と人格を尊重し共生する地

域社会の実現の一歩となり、ひいては神奈

川県の障がい福祉全体の底上げにつながる

と考えます。その一方手話の普及には手話

通訳者の確保が重要となってきますが、本県

の手話通訳者は３９５人にとどまり、普及に

向けて手話通訳者の育成等が課題です。

「歩道が急に狭くなり人同士がすれ違えない。」「歩行中や信号待ちの際、すれ違う

自転車とぶつかりそうになる」など、地域の皆様からご意見を頂き、早急の工事を要望

していた、磯子警察署前（16号線横）の歩道の拡張工事が来年1月より始まります。

コミュニケーション手段である言語は現在、世界で約７０００あるといわれていますが、主としてろう者（聴覚障

害者）が使用する視覚言語で、手の形や動作によって表現される手話について、近年、学者の間では「手話は音

声語と並んでれっきとした言語」との立場が一般化しており、神奈川県議会では「手話を言語の一つとして普及

を図っていこう」との動きが高まっています。自民党、公明党、県政会の３会派の議員らが「手話を理解できる人

を増やしたり、日常的に使用できる環境を構築し、ろう者が暮らしやすい共生社会を実現する」ことを目的とし

て、11月27日から始まった第３回定例県議会に「神奈川県手話言語条例案」を提出しました。県が「手話が言語

である」ことを定めた条例を制定し、その普及や教育・学習の振興などを推進する責務を負い、事業者や県民の

役割などもうたった内容となっています。条例案は今議会での可決、来年４月施行を目指しています。

手話を言語の一つとして取り扱う動きとして、２００６年には国連総会で障害者権利条約

が採択され、日本も今年１月に批准しました。日本ではまた２０１１年の障害者基本法の改

正で「言語とは手話を含む」と規定されていますが、一方で聴覚障害者の意思疎通はこれ

まで口の形を読み取り、意思を発音・発声して伝える口話法が主流で「アとカ行の口の動き

が一緒で不便」などの悩みがあったり、ろう学校でも手話が正式な教科として扱われてきま

せんでした。こうしたなかで今年５月には神奈川県聴覚障害者連盟から、５万４６５５人の署

名を添えた同様趣旨の条例制定を求める陳情が県議会に出され、９月から３会派で条例案

の検討会議を開いて準備を進めてきたものです。

条例案では、手話の普及、手話に関する教育や学習の振

興、その他県民が手話を学んだり、ろう者が手話を使いやす

い環境を整えたりすることを県の責務としています。施策の

推進に当たって、県は市町村と連携・協力するように努める

ものとします。また、「手話推進計画」を策定しリーフレットの

作成・学校での手話教育の実施など具体的な政策を展開す

ることを義務付け、施策を推進するため財政的な措置を講

ずることを求めています。また事業者に対しては、サービス

の提供や雇用の際、手話の使用に配慮する、県民には手話

に対する理解を深めるよう努めることをうたっています。同

様の条例は昨年１０月、鳥取県で施行しており、神奈川県で

制定・施行されると全国の都道府県で２番目となる先進的な

取り組みとなります。
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　日毎に寒さを感じる季節となり、温泉やお風呂にゆっくり浸りたい

気分です。

　磯子区内では、昭和の初期１１軒の銭湯がありました。横浜市浴場組合の資料によると最盛期の昭和

４３（１９６８）年には２１軒の銭湯が営業していましたが、昭和４０年代から家庭風呂の普及で利用者が減

り始めました。加えて昭和４５（１９７０）年に発生したオイルショックにより燃料不足に陥り営業時間の短

縮と燃料の高騰に見舞われました。さらに、物価統制法に関係した入浴料金の設定により値上げが思う

ように出来ない中、廃業を余儀なくされた銭湯もありました。現在、磯子区内では９軒が営業するのみで

す。
　銭湯と言えば地域のコミニュケーションの場として重宝されました。話題は政治経済から世間話まで

幅広いものでした。平成７年から横浜市と浴場組合の協力で毎月１５日に６５歳以上を対象に１００円入

浴が実施され、また、季節によって菖蒲湯やゆず湯、落語会やマラソングループの着替えサポートなど工

夫を凝らしたサービスを提供し、まちのふれあい拠点としての役割を担っています。

　みなさんも広々とした銭湯で日頃の疲れを癒し、親子で入浴を楽しんではいかがでしょうか。

第108代神奈川県議会
副議長就任祝いにて
司会を担当

　区内の銭湯紹介：大盛館（上町）・桜湯（滝頭一丁目）・鯉の湯（滝頭三丁目）・新世館（久

木町）・第二江陽館（中浜町）・金晴湯（岡村一丁目）・天神湯（岡村三丁目）・杉田湯（中原

四丁目）・梅乃湯（杉田四丁目）

あらい絹世の
県議会議員

  っ子
レポート

森浅間神社
の山車

県政を

身近に磯  磯  磯  磯  磯  磯  磯磯  磯  磯  磯  磯磯磯磯磯  磯  磯磯磯 子
県県

神奈川各地で
民俗芸能の

公演たけなわ

１２月開催の
祭典では５つ

を一挙に紹
介

本県には各
地域に代々

伝

えられてき
た貴重な数

多く

の民俗芸能
があります

が、共

通課題は「後
継者育成」で

す。公開の場

や体験出来
る場を増や

し、県民の皆
さん

に民俗芸能
を広く知っ

て頂き理解
して

貰う必要が
あります。ま

た、神奈川
県議

会では文化
芸術振興議

員連盟があ
り、

伝統芸能の
継承者育成

の支援など
を

行っています
。

一般質問に登
壇します。　◆9

月22日 （月） 
13時から一

般質問に登
壇します 。

◆傍聴ご希
望の方は、 

22日当日県
庁新庁舎8

階傍聴受付
までお越しく

ださい。（受
付は

12時30分よ
り開始。 ）◆

 又は「あらい
絹世事務所

」までご連絡
下さい （ Ｔ Ｅ

 Ｌ ： 045-75
1-5250） 。

ふるさとの思
い出を呼び

覚ましてくれ
るものに郷

土芸能があ
ります。辞書

に「住民自ら
が演者とな

って伝

承してきた
極めて地域

性の濃い演
劇、舞踊、音

楽のたぐい
」とある民俗

芸能のこと
です。多くが

五穀豊穣、

長寿、悪疫退
散などを神

に祈って行
われる民間

の信仰行事
に伴って上

演されてお
り、こうした

行事が夏か

ら初秋にか
けて多いこ

とから、神奈
川県内各地

での民俗芸
能の上演も

今がたけな
わです。県内

ではこの保

存と普及を
目的に１９６

９年、民間団
体の神奈川

県民俗芸能
保存会が設

立され、活動
の中心とな

っていま

す。同協会で
は県内各地

で行われて
いる民俗芸

能の情報を
３カ月ごとに

まとめたも
のを提供し

ています。

それによる
と上演日が

７月のもの
が３２件、８

月が２７件、
９月２４件。

年間では１０
０

件余という
ことですか

ら今のシー
ズンが盛りと

いうことにな
ります。

地元の磯子
区では８月１

４～１５日の
森浅間神社

の例大祭で
、一本柱の上

部に花

飾りや水垂
れと岩座を

載せた人形
を飾った古

式ゆかしい
２基の山車

が曳き回さ

れ、横浜市指
定無形民俗

文化財の森
浅間神社神

田囃子森保
存会が囃子

方として

参加しました
。山車は迫り

上がり式の
江戸型山車

が出現する
以前の古い

形式の特

徴あるもの
で、これを意

識して眺め
てみると余計

味わいのあ
るものになり

そうです。

９月に催さ
れるものの

中で特色あ
るものは、９

月２３日昼に
川崎市多摩

区の同市

立日本民家
園内工藤家

住宅で行わ
れる小田原

の相模人形
芝居・下中座

の公演が

あります。同
人形芝居は

、江戸時代に
地元にもた

らされた人
形浄瑠璃を

源流とす

るもので、下
中座は江戸

時代中期か
ら伝わる３人

遣いの人形
座。昭和３０

年代まで

地元の民家
でよく行わ

れていたと
いい、１９８

０年に国指

定重要無形
民俗文化財

となりました
。

また、１２月７
日には神奈

川県民俗芸
能保存会主

催の「２０

１４かながわ
民俗芸能祭

」が１３時か
ら、横浜市西

区みなと

みらい地区
のはまぎん

ホールヴィ
アマーレ（横

浜銀行本店

ビル１階）で
開かれます

。ここでは「
海南神社面

神楽」

（三浦市）
、「虎踊り」

（横須賀市
）、「善部妙

蓮寺曲題

目」（横浜市
）、「柳島エ

ンコロ節」（
茅ヶ崎市）

、「厚木

大神楽」（厚
木市）が一

挙に観賞で
きます。

◎相模人形
芝居・下中座

の公演：９月
２３日１２時

半からと

１４時半から
の２回上演

。　℡０４４
－９２２－２１

８１。　演

目は「伽藍先
代萩　政岡

忠義の段」。

◎２０１４か
ながわ民俗

芸能祭：１０
月から１１月

１日まで

往復はがき
で申し込み

を受付。　℡
０４２－７４５

－７４７８
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　磯子区に
は氷取沢・峯

の二箇所に
市民の森が

あります。

昭和52年4
月12日開園

の「氷取沢市
民の森」は、

磯子区の南

西部にある
円海山周辺

の約627ヘ
クタールで散

策路は延長
4.7Ｋｍ。馬蹄

形型の緑豊
かな同市民

の森は自然
林

が多く、大岡
川源流の流

れに沿って遊
歩道も整備

され、川魚や
トンボ、夏の

夜にはホタ
ルも乱舞す

る清流があ
り

ます。「峯市
民の森」は昭

和49年10月
8日開園。市

営バス10系
統の更新橋

バス停両側
に広がる緑

地で、面積

12.5ヘクタ
ール、散策路

は延長2.8Ｋ
ｍ。西側はな

だらかな丘
、左側は小高

い尾根から
なる森があり

、横浜市の

名木古木に
指定された

タブノキやケ
ヤキの他、梅

や山桜など
の木々があ

り四季を通
じて楽しめま

す。散策路の

所々に通る
人を見守る

かの様に石
仏が佇んで

います。これ
らの市民の

森を歩

くと磯子区
内にもこれ

ほどの自然
が残っていた

のかと驚きま
す。と同時に

、次

世代の子供
達に「大切に

のこしてあげ
なければ」と

の思いが湧
いてきます。

　市民の森
は「市民の森

愛護会」のみ
なさんが散

策路や休憩
所・広場の草

刈

りや清掃を
して維持管

理を行ってい
ます。また、

市民の協力
による「横浜

市み

どり税」が樹
林地の買取

りや保全に
生かされてい

ます。

　皆さんも涼
風の頃にな

ったら市民の
森にハイキン

グに出掛け
られてはいか

がでしょう。

●昭和43年3月8日　横浜市磯子区生まれ
●横浜雙葉小・中・高等学校卒業
●明治学院大学社会学部社会福祉学科卒業
●日商岩井㈱ / ㈱メタルワン

●自民党かながわ政治大学12期生
●平成23年4月　県議会議員初当選
●厚生常任委員

あらい絹世
プロフィール

あらい絹世に対するご意見・ご感想・ご要望・メッセージをお寄せ下さい FAX 045-761-7451

「教育は国家百年の計」と言われます。教育は一人一人の生き方に
繋がると共に県や国の将来を左右する重要な課題です。社会情
勢・国際情勢が大きく変化する中でその変化に対応する教育を進
めていく必要があります。また近代私学発祥の地である神奈川県と
しては、県立・私立それぞれの特性を生かし生徒が多様な選択を
出来る様にしていくべきです。

2014年 7月号（Vol.49）
少子化時代迎え質の向上目指す
神奈川県立高校改革の取り組み

平成25年度庁舎公開における来庁者数は58,064人でした。今年
度は8月の夜間公開や一般開放以外にも神奈川県庁本庁舎に親
しみを持って貰うため11月には大会議場で結婚式が行われます。
本庁舎を開かれた県庁のシンボルとして、県を身近に感じる取り組
みをこれからも行って頂きたいです。

2014年 8月号（Vol.50）
８月１３～１６日には夜間公開も実施
レトロの香溢れる神奈川県庁本庁舎

本県には各地域に代々伝えられてきた貴重な数多くの民俗芸能
がありますが、共通課題は「後継者育成」です。公開の場や体験出
来る場を増やし、県民の皆さんに民俗芸能を広く知って頂き理解し
て貰う必要があります。また、神奈川県議会では文化芸術振興議員
連盟があり、伝統芸能の継承者育成の支援などを行っています。

2014年 9月号（Vol.51）
神奈川各地で民俗芸能の公演たけなわ
１２月開催の祭典では５つを一挙に紹介

薬事法の改正により成分構造の似た薬物を一括して薬事法で規
制できる包括指定を行える事となりましたが、その一方規制を逃れ
るため成分を変えて販売する等のイタチごっこが続いています。危
険ドラッグの使用が覚せい剤や麻薬等の乱用にもつながります。警
察職員の立ち入りや知事指定物としての指定をするなど現行法で
取り締まれないことにも対応できる条例づくりを行っていきます。

2014年 10月号（Vol.52）
検査機器の整備や規制条例制定
神奈川県が危険ドラッグ対策

重粒子線治療は「切らずに根治させる」治療の代表的なものでが
ん患者の生活の質を維持・向上させることができるすばらしい治療
です。県立がんセンターでは、重粒子線治療装置導入5年後（平成
31年）には治療患者数を660人と想定しています。しかし、高額な
治療費が全額自己負担となることや治療を行う医学物理士の人材
確保・養成が課題です。

2014年 11月号（Vol.53）
来年１２月には最先端の重粒子線治療も
神奈川県立がんセンター新病院が１周年

手話言語条例が制定され、県民に手話が普及することでろう者と
ろう者以外の方が互いを理解し、個性と人格を尊重し共生する地
域社会の実現の一歩となり、ひいては神奈川県の障がい福祉全体
の底上げにつながると考えます。その一方手話の普及には手話通
訳者の確保が重要となってきますが、本県の手話通訳者は３９５人
にとどまり、普及に向けて手話通訳者の育成等が課題です。

2014年 12月号（Vol.54）
手話を言語の一つとして普及していこう
１２月県議会で議員提案による条例制定へ


